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てきたことについて述べてきた。「100人の村の比喩」でも見てきたように、人

間存在を「自由か／抑圧か」、「自発か／強制か」、「自立か／埋没か」といった

枠組みで捉えている限り、われわれは〈共同〉の本質を掌握することも、また

そのための作法や知恵に託されてきた真意を理解することもできないだろう。

なぜなら繰り返すように、〈共同〉の原点にあったのは、人間が生きるために

は、ときに自らの意に反し、また完全な納得がえられない状態であっても引き

受けなければならない何かがあるということ、そしてそのための作法や知恵と

は、元来そうした“逃れられない何ものか”に人間が向き合い、それでも人が

より良く生きるためには何が必要なのかを問うことによって導きだしてきたも

のだからである（表３）。

われわれは一連の考察を踏まえたうえで、再びわれわれが生きる現代社会に

目線を戻してみることにしよう。そしてそこから見えてくるのは、この社会に

おいては〈共同〉のための諸条件がいずれも破綻しており、そのための作法や
 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

知恵に関する記憶もまた、人々から忘れられつつある
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

という現実である。

例えばわれわれの社会に、「〈共同〉のための事実」は共有されていると言え

るのだろうか。【第七章】でも見てきたように、〈生の自己完結化〉、〈生の脱身

体化〉が進行した社会においては、人間は〈ユーザー〉として、つまり〈生〉

表３　「〈共同〉のための作法や知恵」の諸原理と、その転倒した形態

原理の詳細 原理が転倒した形態

〈役割〉の原理
「担い手」としての〈生〉

・
〈間柄〉を引き受けるものとしての
〈役割〉

・
世間や世俗、時代を超えた〈役割〉

・
不合理な〈間柄〉
の蔓延

〈信頼〉の原理
人格的な〈信頼〉

人間に対する〈信頼〉

・具体的な他者に対する〈信頼〉
・
集団的に共有された人間一般に対

する〈信頼〉（「結束」に基づく〈信
頼〉）

・人間という存在に対する〈信頼〉

・
不用意な「結束」、
素朴な〈悪〉が流
入した「結束」が
もたらす暴力

〈許し〉の原理
・
〈距離〉の“自在さ”に関わるもの

としての〈許し〉
・
「共同行為」の失敗に対する〈許

し〉

・
“媚び”へと転じた
〈許し〉

・
誤謬性を忘却した
過剰な制裁
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